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編集後記二20世紀最終号の編集後記を執筆してから丸

2年が経過した．最近になってあっという問に順番が

回ってくるように感じられるのは、ただ単に歳を重ね

ただけということか．

　日々激変する社会状況であるが「天気」編集を巡っ

てもこの1年間さまざまな出来事があった．

　今年から「気象集誌」とともに電子ジャーナル版の

公開が始まった．データベース化の容易さなど電子化

のメリットは図りしれず時代の流れでもあるが，紙の

出版物がすぐ消えてしまう気配はない．電子版は現在

は無料公開であるが，将来は学会そのもののあり方に

も変化を及すものとなるかもしれない．電子化により

編集の負担が減るということは全然ないようである．

　気象を巡る出版状況ということでは，気象庁監修・

日本気象協会発行の「気象」の廃刊があった．雑誌め

刊行も経済活動の一部として行われる以上，経営判断

は止むを得ない．気象に関する国内唯一の一般誌が，

同一分野での他誌との競争に破れたということでもな

く消えてしまったという事実は重く受け止めたい．「天

気」では「気象」廃刊に対応して，気象庁等関係者の

協力を得て「日々の天気図」「日本の天候」の連載を開

始した．また「気象」に掲載されていた気象業務の紹

介記事や気象に関する解説記事も関係各位の協力を得

て随時掲載していくよう検討を進めている．今年は「気

象研究ノート」の一般書店での販売も開始され，「天気」

の一般販売も将来の検討課題とすべき時が来るかもし

れない．アメリカ気象学会は2003年から一般向け気象

雑誌”Weatherwise”を，刊行するHeldref社との合意

に基づき，会員に割引価格で提供すると発表した．ア

メリカ気象学会には”Bulletin”という「天気」に相当す

る機関誌があるが，専門家ではない人々へ如何に質の

高い情報を学会として提供するか模索したうえでの結

論だったようである．「気象」廃刊とはまさに対照的な

事象として興味深い．

　個人的に忘れられないのは5月号の編集後記を残し

て旅立たれた関口理郎前理事のことである．編集委員

会の議論では大局から細部に至るまでバランスの取れ

た配慮をされ，またご自身も多くの投稿原稿を担当さ

れて，どの原稿に対しても真摯に扱い，なんとか採用

できるよう尽力されていたさまにはいつも頭が下がる

思いであった．慎んでご冥福をお祈りするとともに，

少しでもよい編集作業をすることが先生への遅すぎる

恩返しになればと考えている．

　それでは2003年が皆様にとってよい年でありますよ

うに．　　　　　　　　　　　　　　　　（山本　哲）
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